
第4 会場● 4F 大研修室

瀬上　征一 （鹿児島県姶良市）　加治木高齢者学級　受講生

分科会の進め方

退職後の人生をブログで紡ぐ
　～後期高齢者による生涯活動の情報発信～

おごおり熟年集い塾
～学習と交流を目的とした市民による市民のための手づくり講座～

10:50～11：20

10:45～10:50

11:25～11：55

12:00～12：30

　ブログ名は「おじゃったもんせ」（いらっしゃいませ）。退職後、14年にわたる自身の地域活動、ハーモニカ・
サークル、郷土史、園芸、料理講座や高齢者学級における生涯学習の経験と成果を2日に1回の割合で情報発信して
4年になる。結果的に、コンピューター上に電子自分史の記録が残り、合わせて思いがけないブログ訪問者との交
流の拡大に繋がっている。訪問者はさまざまだが、自身の充実はもちろん、他者の反応からブログ効果を確認でき
ている。これまでのトータル閲覧は837,650、トータル訪問者数は204,239（一日当たり116人）である。

　「塾」の目的は、生涯学習、交流の拡大、生きがいづくりである。講師の発掘から、会場確保、教室準備、広
報、受付まで、プログラムはすべて手づくりであるが、都市部では、手づくりでも生涯学習講座が成立することを
実感している。原則ワンコインの受益者負担の方式を取っている。参加者の要望を勘案しながらプログラムを決定
しているが、試行錯誤の結果、歴史講座に人気が集中している。もとより、長州は歴史の宝庫であり、近隣に歴史
関係の講師も多い。会場は、文化活動に限って無料で使用のできる山口市小郡文化資料館に固定している。年6回
の開催で6年間継続しているが、受講生は、達成感を持ち、評価は上々で、年々参加者が増加し、会場は満席状況
である。

　本校は地域貢献活動を重視している。大牟田市はお好み焼き屋さんが多く、お好み焼きを通して地域貢献ができ
ないかとボランティアグループ「てっぱん部」が生まれた。その後「てっぱん部」の活動は部活動となり、大牟田
市内外の多くの地域イベントで活動し、町の賑わいに貢献している。

重村　太次（山口県山口市）　おごおり熟年集い塾　主宰

福岡県立ありあけ新世高等学校「てっぱん部」の社会貢献活動

「てっぱん部」（福岡県大牟田市）　福岡県立ありあけ新世高等学校

せのうえ

■司　  会／前川久美子　熊本県教育庁教育総務局社会教育課　社会教育主事
　　　　　  江島　敏幸　佐賀市立兵庫公民館　主事
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